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家畜の障管系は,発生学的に腹側障原基に由来する障管 DtLCllLSPanCI'ealic〃Sと背例用草原基に由

来する副障管 DucllLSPanCreaticLlSaCCeSSOrilLSからなり, 馬と犬は終生この2管をそなえている

が,めん羊 ･山羊 ･猫では副障管が退化して膵管だけとなり, 牛 ･豚では膵管が退化して副膵管の

みとなる. さらに,膵管は総胆管とともに大十二指腸乳頭に開EjL,副陛管は膵管から離れて単独

に小十二指腸乳頭に開口することもよく知られた事実である.しかし,Niclsenelal.-'は犬で3本

の導管を持つ例を認め,また Wass,2'Pradaetal.Hは,牛で副膵管のほかに陛管をも残存すると

思われる例をかなりの頻度で検出した. このことからして,家畜の陣管系は退化の程JRにより,か

なり変異のあることが推測せられる.

この点にかんがみ,筆者らは,家畜の障管系の走行状態が従米のri.Elil-giや報告どおりであるかどう

かを再検討する目的で本研究を実施した･

実 験 材 料 と 方 法

本研究に用いた材料は 牛36頭 (黒毛和種 ･ホルスタイン種 ･ジャ-ジー程.3カ月令～11才),

めん羊 11頭 (日本コリデール種,2-3才), 山羊 10頭 (日本ザ-ネン種,2カ月令～7才),豚

12頭 (大ヨークシャ-種 ･ランドレース種 ･ニュー-ソプシャ-種 ･雑種.3カ月令～ 6才),犬 18

頭 (英国ポインタ一種 ･セッター一種 ･スピッツ種 ･雑種,7カ月令～15才),据11頭 (l｣本在来種,
2カ月令～8才)の降職である.

上記の家畜を放血致死せしめた後,瞳臓と十二指腸を一拍して1机_lL, 周出に付唇する脂肪組織

をできるだけ除去して降職の外形を観察した.腿管系については,雌管 (めん羊 ･山羊では総胆管)

または副 豚管の十二指腸開口部に血管尿路造影剤の UrograFln (76%)を 0･2-20ml注 入 し,

SofLexIEM (日本ソフテックス株式会社)による超軟X線写真撮影を行なって祝祭した･

観 察 所 見

各家畜における豚臓の外形と,Ⅹ線写真による陣管系の所見は次のとおりである･

Ⅰ.牛 の 勝 臓

:旨家畜解剖学研究室 .̀‥:;:家畜病理学研究室
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Fig.1 /卜･のJj判臓と牌帯系の模式図

A:腫休 B:腫右葉 C:腫左葉 F:肝･'E"I;.:G:刷脚告 1-1:総桐･'i:zi: i:十二指腸
J:門脈 M:十二指腸起指部

観察した牛の瞳臓と瞳管系を Fig.1に示す.牛の降職は前 卜二指腸曲に近接して位置する充実し

た偏平な腺体で,瞳体 Corpuspancreatis,瞳右葉 Lobuspancreatisdexter(以下,単に右葉と略

記),および陣左葉 LobuspancreatL'ssinister(以下,単に左葉と略記)からなる.降体は膨脹のほぼ

中位を占め,その腹側は総胆管の一部と密着する. 右葉は前十二指腸曲側に伸び, その右端は十二

指腸壁に付帯,腺体の背側に大きな突起部 (以下,これを右葉突起と呼称)を形成する.左葉は陛

体の左側から肝 門上を経て肝背縁に向うが, 右葉に比べて細長 く, その末端は先太 りで不正長方形

を呈する.左葉と右葉との間にはⅤ字形の豚切痕 InsL'surapancreatL'Sを形成,その底部を門脈が通

過する.

午睡臓36例の瞳管系の走行をⅩ線写真により観察すると,次の3型に分けられる.

I型 :副膜管のみをそなえるもの･ 36例中19例 (52.8%)がこの型に属する (Fig.6).す

なわち,副躍管は前十二指腸曲後位の小十二指腸乳頭に開口し, 幹管は右葉および膨体を経て左葉

の末端部に向う･ その間,右葉では右葉突起- 1-4本の,また陛休部では腹側に1-2本のかな

り大きい枝を出し, さらにそれらの枝から多数の小枝を派生するので, あたかも樹枝状を呈する.

左葉は右葉に比べて狭小であり, 副瞳管もかなり細くなるので, そこでは幹管から直接多数の小枝

を派生する.

Ⅰ型 :副瞳管と瞳管の双方をそなえるもの. 36例中9例 (25.0%)が この型に属 して いた

(Fig･7)･副豚管の走行状態は 1型とほぼ同じ 陛管は総胆管に開口するかなり大きい管で,総胆

管に外接する陣体の部分から捲体内に入 り,副躍管の瞳体枝と吻合する･ この型に属する9例中6

例では, 件管が総胆管粘膜面で胆嚢管の開口部よりやや十二指腸側に寄った部分に開口するのが肉

眼で認められた (Fig.8).

Ⅲ型 ‥副瞳管および瞳管の痕跡をそなえるもの･ 36例中8例 (22.2%)が この型 に属 す る

(Fig･9)･副瞳管の走行状態は Ⅰ型と同じであるが,瞳管の方はⅡ型とは異なり,副瞳管の豚体核

が躍体内を通過して豚管となり総胆管に開口する･ この型に属する8例中2例はⅡ型と同じく,そ

の開口部が総胆管の粘膜面に肉眼で認められた.

Ⅱ･めん羊 ･山羊の輝臓

めん羊 ･山羊の降職並びに豚管系の走行を模式図で示すとFig･2のとおり･その外形はおおむね

牛に類似するが,めん羊 ･山羊では輝管が発達するので瞳休部が充実し, また副輝管を欠 くので右
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Fig.6 年肺臓 Ⅰ型のⅩ線写貢 総胆管 (H)に連絡する勝管は存在しない･G:副勝管
Fig.7 年肺臓Ⅱ型のⅩ線写兵 F:牌管 G:副障管
Fig.8 年肺臓,十二指腸および胆管 G:副勝管 F:総胆管粘膜面の牌管開口 0:総胆管粘膜面

の胆嚢管開口 H:総胆管 P:肝管 右下枠内は勝管開口部の拡大

Fig.9 年肺臓Ⅲ型のⅩ線写真 F:痕跡的な牌管

Fig.2 めん羊,山羊の肺臓と挿管系の模式図
A:牌体 B:牌右葉 C:勝左葉 F:
牌管 H:総胆管 Ⅰ:十二指腸 J:
門脈 M:胃

G:副肝腎 右上枠内は肺休の拡大

葉端が十二指腸まで達しない.そのほか,看葉突

起が隆起状を呈すること,左葉の発達が良好な点

なども牛と異なっている.

めん羊11頭 ･山羊10頭で観察した降管系の走行

状態は,牛と比べて大いに趣を異にする (Figs.

10,ll).すなわち, めん羊 ･山羊の障管は,紘

胆管に付着する駆体の部分から月琴体内に入り,そ

の幹管は左折して左葉の中軸を上行しながら多く

の小枝を派生する.また,障体内の左折部から右

莱-向って2-ノ3本の比較的大きい管が放射状に

分枝し,さらにこれらの枝から多くの小枝が樹枝

状に派生して右葉全体に広がる.なお,成熟した

めん羊 ･山羊の総胆管 (胆嚢管の開口部から十二

指腸まで)の長さは約8-10cm あるが,膨管の
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Fig.10 山羊肺臓のⅩ線写真 F:牌管 H:総胆管 Ⅰ:十二指腸
Fig.11 めん羊肺臓のX線写真 F:肺門 H:総胆管
Fig.12 豚肺臓のX線写真 G:副牌管 H:総胆管に挿入した注射針

開口部は総胆管粘膜面において,胆嚢管開口部から十二指腸側-約3cm 隔たった部位にある. 供

試めん羊 ･山羊のうち,副瞳管あるいはその痕跡を認めたものは1例もない.

nI,豚 の 勝 臓

豚の膨臓は,Fig･3に示すとお り,瞳体 ･右葉 ･左葉のほか,左右両葉からそれぞれ結合脚が出
●● ●●

て瞳体の対側で結合するので,全体の形はます形を呈する･瞳体は反す う類家畜の場合と同じ く陛

臓の腹位を占め, その一部は総胆管に付着している･ 右葉は瞳体 と前十二指腸曲の後位とを結び,

またその背側の右葉突起は著しく伸長して結合脚となり門脈の背側に向 う. 結合脚の基部は右葉の

腺体より細いが, 次第に幅を増し,その終端は右葉の約 2倍に達する･ 左葉は瞳体より起こり,右

葉とほぼ同じ幅をもって左側に向い,途中で急に2-3倍に増幅するが,末端部で再び幅を減じ,左

腎近 くで終わる･ また 左葉の中程から門脈の背側に細長い結合脚を出し, 右葉の結合脚と結合 す

る･ 豚の場合, このように門脈の周囲は完全に瞳臓実質で囲まれるので,門脈通過部はいわゆる障
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Fig.3 豚の肺臓と聯管系の模式図

A:牌体 B:牌右葉 C:揮左葉 D
牌右葉の結合脚 E:肺左葉の結合脚
G:副騨管 H:総胆管 Ⅰ:十二指腸

J:門脈 M:胃

輸Anuluspancreatisを形成する.検索材料12例

中1例では,左葉の結合脚の発達が悪く,右葉の

結合脚に達していなかった.

豚12例の陛管の走行状態 (Fig.12)をみると,

小十二指腸乳頭に開口する副膵管は,右葉の腺休

部を貫通して障体および左葉-進入する.その途

中,右葉の結合脚-大枝を1本,障体の腹側-小

枝を1-2本,左葉の結合脚-細枝を1本派出す

る.検索した12例の豚では副鮮管のみが見られ,

総胆管に開口する障管はその痕跡すら認めなかっ

た.

ⅠⅤ 犬 の 輝 臓

犬の膵臓は Fig.4で見るようにU字形の葉状

腺体からなる.障体はU字形の底部を占め,前十

二指腸曲に付着する.障体の後位,すなわち十二

指腸側が右葉であり,前位の胃側が左葉である.

右葉と左葉の幅長は個体差が著しく一定しない.

門脈は右葉と左葉によってつくられるU字形ない

しⅤ字形の中を通 り,この通過部は障切痕をなし

ている.

Fig.4 犬の牌臓と勝管系の模式図 A:月琴体 B:月琴右葉 C:牌左葉 F:牌管 G:副牌管 K:
大十二指腸乳頭 L:小十二指腸乳頭 M :十二指腸起始部

供試犬18例の豚管系の走行は次の3型に分けられる･

Ⅰ型 :副障管と障管の双方をそなえ,かつ,副障管が右葉と左葉に分かれて走るもの･ 18例

中10例 (55.5%)がこの型に属している･小十二指腸乳頭に開口する副陛管は,際管より大きく,

右葉の基部で2校に分かれ,その1校は右葉-,他の1校は障体を経て左葉-進入する･一方,大

十二指腸乳頭に開口する階管は小さく,豚休部を上行し,右葉-向う副豚管の基部または左葉-向

う副障管の腺休部と吻合する･

Ⅱ型 :副酵管のみをそなえるもの. 18例中4例 (22･2%)がこの型に属していた (Fig･13).
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Fig･13 犬肺臓Ⅱ型のⅩ線写真 G:副勝管 H:総胆管に挿入した注射針
Fig･14 犬肺臓Ⅲ型のⅩ線写真 F:牌管 G:副豚管 H:総胆管に挿入した注射針
Fig･15 猫牌臓 Ⅰ型のⅩ線写真 副腰背を欠く例 F:腰背 H:総胆管に挿入した注射針
Fig･16 猪豚臓Ⅱ型のⅩ線写真 副謄管を有する例 F:牌管 G:副謄管 H:総胆管に挿入した注

射針

副障管の走行はⅠ型と同じであり,大十二指腸乳頭に開口する降管は全く認められない.

Ⅲ型 :副障管と障管をそなえ,副障管が左葉,障管が右葉-走るもの. 18例中4例 (22.2%)

がこの型に属していた･小十二指腸乳頭に開口する副障管は,主として降体および左葉へ進み,右

莱-は短い細枝を送るのみ･一方,大十二指腸乳頭に開口する降管は,比較的よく発達し,隊体か

ら右葉内に入り,副陣管とⅩ状に交差してその末端部にいたる. なお, この交差部付近に双方の障

管を結ぶ細い吻合枝が認められた (Fig.14).

V.柘 の 膝 臓

猫の降職はFig･5に示すとおり,左葉から出る結合脚と右葉の先端が結合して ｢6｣の字形を呈
し,全体的には豚の陛臓に似ている･右葉は降体から十二指腸に沿って索状に伸びるが,その末端

部は十二指腸から離れて内側に響曲する･ また左葉は瞳体から胃側に向って右葉よりも長く伸び,
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Fig.5 猫の肺臓と勝管系の模式図 A:駆体
B:牌右葉 C:脚左葉 E:碑左葉の
結合個 F:牌門 G:副牌管 Ⅰ:十
二指腸 J:門脈 K:大十二指腸乳fiiLi
L:小十二指腸乳頭 M :冒
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途中,門脈の背側に細長い結合脚を出して右葉と

連絡する･従って,猫の場合,門脈の通過する部

分は陛輪をなしている.

供試 猫 11例 の陛管系の走行扶態は次の2型に

分類できる.

Ⅰ型 :輝管のみをそなえるもの･ 11例中6

例 (54･5%)がこの型に属していた.総胆管とと

もに大十二指腸乳頭に開口する鮮管は,駆体部で

2枝に分かれ,1枝は右葉に入 り,その末端にい

たる･他の1校は左葉内を走り,途中でその結合

脚-小枝を送る (Fig.15).

Ⅱ型 :降管と副障管の両者をそなえるもの.

11例中5例 (45･4%)がこの型に属して いた.

瞳管の走行状態は Ⅰ型と同じ また輝管開口部よ

り約0･5-1･5cm後方の十二指腸粘膜面に小さな

別件管の開口が認められるが,この管は右葉に入

り,瞳管の右葉枝と吻合する (Fig.16).

論 議 と 考 察

家畜の降職は,発生学的にみると'ノ,まず肝臓原基に接して腸管背側壁に背側躍原基が現われ,読

いて肝臓原基と反対側の腸管腹側壁 (総胆管原基付近)に1対の腹側陛原基が現わjJt,る. 背側躍原

基は急速に発達して,背側腸間膜内に入 り,後に背側降職となり,一万, 1対の腹側豚原基は発生

の過程で合体して1腺体になるか, あるいはその-側が退化して腹側降職となる･ 1対の腹側鮮原

基の導管は多くの動物で1本の降管 Ductuspancreatic〟Sとなり,十二指腸の総胆管開口部付近 (大

十二指腸乳頭)かまたは直接総胆管に開口する･ また背側陣原基の1本の導管は,障管の開口部よ

りやや下った十二指腸粘膜面 (小十二指腸乳頭)に開口し,これは副豚管 DucluspancreaticL/SaC

cessoriusと呼ばれる.その後さらに発生が進行すると,背側豚臓と膿側降職は1個の腺体にまとま

るので,最終的には障全体から障管と副僻管の2本が十二指腸または総胆管に開口する こ と とな

る. しかし,家畜の種類によっては,このうちいずれか一方が退化消失し単一の導管しか持たない

ものがある.すなわち,Ellenbergeretal･5),加藤(''',増井7',Nickelletal/R-,Sisson9ノらによる

ど,年では,障管が退化して副膵管のみを有し, それが小十二指腸乳頭に開口するとなす. しかし

wass2)は牛16例中13例において,また Pradaetal･="は 117例中48例において,副豚管のほか

に障管が総胆管に開口するのを認め,これを accessoryductと呼んだ･筆者らの観察によると,

牛36例中19例 (52･8%)は副瞳管のみをそなえていたが (Ⅰ型),17例 (Ⅱ型9例,25･0%;Ⅲ型

8例,22.2%)においては,副降管以外に陛管も残存し, それが総胆管に開口するのを認めた. こ

の障管はその大きさから見て,副瞳管に比すべき機能を営むことは考えられないが,Wass2･Jは,実

験的に副障管に療管形成を行なうことにより障管がかなり肥大し,機能が克進すると述べている.

Ellenbergcretal.5',加藤6,Nickellefal:S'.,Sisson9',Taylorlり'. Man elal.川 によると,
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めん ･山羊では,副 障管が消失して障管のみが残 り,それは総胆管に開口するという. 筆者らがめ

ん羊11例,山羊 10例について観察した結果でも,副陣管はその痕跡すら認めなかった.

犬の障管について,Nickelletal.8),Sisson9',中田L■ヱ■は通常2本の管が認められ,副障管が大

きく,障管は小さいと記載しており,Ellenbergerelal∴ 増井丁ノは1ないし2本の管を有し,2

本の場合は副障管が大きく, 障 管が小さいが,1本の場合は豚管を欠くと述べ, さ らに Nielsen

efal.1),加藤6) は1-3本の管が,また Bradleym は2-3本の管が認められると記載している.

NicllseLnetal.1､が犬の障管を観察した結果によると,50β昭142例 (84%)は副障管と障管の双方

をそなえ,4例 (8%)は副障管のみを,また残 り4刊.(8%)は3本の導管,すなわち,副障管

と降管のほかにもう1本,大十二指腸乳頭か, またはその近くに開口する導管をそなえていたとい

ラ. われわれの観察において,犬 18例中14例 (77･7%)に副障管と障管が認められ, うち10例

(55.5%)では,刷障管が2枝に分かれて,左 ･右両葉に進入するのに対し,4例 (22.2%)では,

副 障管が左葉内-,陣管が右葉-走っていた･Nielse｡ela/･1',加藤6'､B】･adlcyl･"が犬の降職で

3本の導管を記載していることは, 家畜の降職が3個の原基から発生することと考えあわせると,

決して脊異なことではないが, われ われ はかかる3本の導管をそなえた例には全く遭遇しなかっ

た .

Nickeltelall;i.,中 ロ l" ,Fielde/al･1-),安東llr'',らによると,猫の降職には大十二指腸乳頭に

間口する陣管のみがあり･また,野村IG)は障管のほかに副 障管が認められ,副牌管は小十二指腸乳

頭に開口する小さな管であるとしている･われわれの観察した猫 11例中6例 (54.5%)は障管のみ

をそなえていたが,残 り5例 (45.4%)は陣管と副降管の双方をそなえていた.

J二上Lのように,家畜の陣管系を詳細 こ観票すると, これまでの成書や報告に記述されていたもの

とかなり相違し,ことに牛 ･犬 ･猫においてその傾向が顕著である･ これは,これらの動物の障管

系の退化過程が他の動物ほど安定していないことを示すものであり, その退化の程度によって既述

のごときいろいろの型に分け得るものと考えられる.

要 約

家畜の降管に U1-Ogl◆arlnを注入し.Softexを使ってその走行状態を観察した結果,次の所見を

得た .

1･牛36例lll'19例 (52･8%)は降職の導管系として副障暫のみを (Fig.ll-Ⅰ型,Fig.6),また

9例 (25･0%)は副障管と障管を (Fig･1-m型,Figs･7,8)･他の8例 (22･2%)は副障管 と痕

跡的な障管とを (Fig.1-Ⅲ型,Fig.9)そなえていた.

2･めん羊 11例および山羊10例の陣導管の走行状態は Figsi2,]0,11のとおりで･ いず れ も
障管のみをそなえ,副障管はその痕跡すら認めなかった.

3･豚12例の障導管の走行状態は F廊 V3,12のとおりで,いずれも副 障管のみをそなえ,障管
はその痕跡すら認めなかった.

4･犬 18例中10例 (55･5%)は副瞳管と障管の双方をそなえ一 とのうち副瞳管は2校に分かれて

降の左右両葉に進入していた (Fig.4-Ⅰ燕)･ また4例 (22･2%)は副障管のみをそなえて いた

(Fig･4-m型,Fig･13)･ 残 り4例 (22･2%)は副障管と陸曹の双方をそなえ,副障管は左葉内

へ,陣管は右葉内へ進入していた (Fig.4-m乱 Fig.14).

5･猫 11例中6例 (54･5%)は障管のみをそなえ (Fig･15),残 り5例 (45･4%)は謄管と副豚
管の双方をそなえていた (Figs.5,16).
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終わ りに, Ⅹ線写真損影のご指導をいただいた本学家畜外科学講座の大塚宏光助教授, 材料採取

に協力下さった 専攻学生の秋吉圭子,小川義男, 脇多恵子,高藤政昭. 高取一郎 の諸君に深甚の謝
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Su加mary

TllepanCl･CaLicdtlCtSySIclllSOrd()mc･stjcallinlalswel'CCXalllincdbr1.adi()1∩-

glC:LILteCniquefol一owinglnjeCtiMH汗n rndi｡PaquCL'OntraStmCdiunl,UrogrLlliT176,06.

irltOthepanC1-eaticduct-.

1.Ninteenuf36bovillCpancreas(52.8%)hadoneduct.tlleD〟cltlSPanC7'eatt'ctIS
accessorius(Figs.トIand6).Ninepancreas(25.0%)hadDucltlSPanCZ'e(liL'cT/SaCCeSSOrius

andDuctuspancreal(-ctls(Figs.ドll,7and8),andeight(22.2%)lladDl/cTuSPanC7'ealicl/S
accessoriusand＼′estigiatD〟cltlSPa17Crealict/S(Figs.トlIIand9).

2.′rheductsystelllSL)IelevellSheepandtengoatsareshowllin Fiが.2.10

andll.TheyhadDELCfuSPanCrealicusbutnoDuct//spa77CrelllL'cl/SaCCeSSOritIS.

3.In twel＼′eswinePfl.nCrCこIS.Only Dl/clLLSPanCPelJlicllSaCCeSSn/'iLISWas rL)tlTld

(Figs.3and12).

4.TcI10f18canine1)anCreaS(55.5/Oa)had DuclzLSPanCreatLIc〟S accessol･lusand

DllCTllSPanCreaticus,andthelatte1-wasdividedintotwob1-anChes ＼ヽ･hichcntel･tllC

leftandright一obes,respectively(Fig.4-I). InfourPancreas(22.2%),onlyDl/cT"S

pancrealicllSwasround(Figs.4-H and13).FoullOthershadDLlCllJSPanCreall'cusac-

cesso/tillswhichenterstheleftlobcoi'tlnePan｡I･Ca,q,andDL/Cl/lSPanCrealicswhicll

ellterSl･ighH obe(Fig.q.4--1Iland14).

5.Sixo1-llfeHnepancreas(54.5%)hadon一yDtLCllLSPanCr.ealicIIS(Tr穣･.15)all(I
rlVeOtllerS(45.4%)hadDl/CtlLSPanCreaticusandDILCttLSPanCrelLIL'cusaccessoT'iE/S(Figs.5

and16).




